
江東区議団ニュース（ 1 ） 2026年1月号

引
き
下
げ
、
高
齢
者
福
祉
の

拡
充
な
ど
、
予
算
要
望
書
に

沿
っ
た
予
算
編
成
と
す
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　
区
長
へ
の
要
請
で
は
、
今

年
の
飲
食
料
品
の
値
上
げ
累

計
が
2
万
品
目
を
超
え
、
さ

ら
に
物
価
高
騰
が
続
く
こ
と
。

区
内
中
小
企
業
の
倒
産
件
数

も
増
え
続
け
て
い
る
と
し
て
、

区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守

る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組

む
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　新年、あけましておめでとうございます。
　長引く物価高騰から暮らしと営業、平和を守る
とともに、区民福祉の増進に力を尽くします。

日本共産党江東区議団

　
第
4
回
定
例
区
議
会
が
、
11
月
27
日
～
12
月
26
日
の
会
期
で
開

か
れ
、
本
会
議
で
は
、
日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
を
代
表
し
て
赤

羽
目
た
み
お
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
共
産
党
区
議
団
は
こ
の
間
、

多
く
の
区
民
や
区
内
団
体
と
懇

務
教
育
に
か
か
る
費
用
の
無
償

に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
赤
羽
目
議
員
は
、
区
政
史
上

最
高
2
1
9
1
億
円
に
積
み
上

が
っ
た
基
金
は
た
め
込
み
で
な

く
、
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と

要
求
。

　
区
は
「
必
要
に
応
じ
適
切
に

活
用
す
る
」
と
述
べ
、
生
活
苦

が
広
が
る
下
で
も
即
時
活
用
に

踏
み
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
民
間
委
託
つ
い
て

は
、
深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
起
き
た
受
付
業
務
の
不

正
問
題
を
取
り
上
げ
、
事
態
の

究
明
と
再
発
防
止
策
の
徹
底
を

図
る
よ
う
要
請
。

　
区
は
「
重
大
事
態
と
し
て
厳

粛
に
受
け
止
め
、
再
発
防
止
を

談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
赤
羽
目
議
員
は
、
そ
の
中
で

寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
声
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
お
米
券
の
全
世

帯
配
布
や
低
所
得
者
へ
の
現
金

給
付
、
学
用
品
・
修

学
旅
行
費
の
無
償

化
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス

へ
の
独
自
助
成
、
物

価
高
騰
対
策
融
資
や

固
定
費
補
助
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
緊
急
補

正
予
算
を
編
成
し
区

民
の
く
ら
し
を
支
え

る
よ
う
求
め
た
の
に

対
し
、
区
は
、「
義

修
学
旅
行
費
等
の
無
償
化
を
区
が
検
討

修
学
旅
行
費
等
の
無
償
化
を
区
が
検
討

4
1
9
項
目
の
要
望
書
を
提
出

命
じ
た
」
と
し
つ
つ
も
、「
効

率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

引
き
続
き
民
間
委
託
は
行
う
」

な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
現
場
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、「
意
見
交
換
や
検
討

組
織
は
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
だ

が
、引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
」

と
述
べ
、
明
確
な
前
進
は
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
和
事
業
の
拡
充
に
つ
い

て
赤
羽
目
議
員
は
、
核
兵
器
を

め
ぐ
る
国
内
外
の
危
険
な
動
き

や
、
平
和
都
市
宣
言
に
対
す
る

区
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
爆
地
の
要
請
に
応

え
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
に

参
加
す
る
こ
と
や
原
爆
パ
ネ
ル

展
の
開
催
、
広
島
・
長
崎
の
平

和
式
典
へ
の
区
民
参
加
支
援
な

ど
、
平
和
事
業
の
拡
充
を
強
く

求
め
ま
し
た
。　

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
実
施

◦
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
等
に

生
理
用
品
を
配
置

◆
防
災

◦
災
害
備
蓄
品
の
充
実

　
（
食
料
、
下
着
な
ど
）

◦
新
木
場
に
防
災
倉
庫
新
設

◦
区
営
住
宅
の
高
層
階
に
備

蓄
倉
庫
を
設
置

◦
災
害
時
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
派
遣

◆
議
会
・
政
治

◦
江
東
区
議
会
政
治
倫
理
条

例
制
定

◆
中
小
企
業

◦
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対

策
と
し
て
燃
料
代
等
補
助

◆
健
康

◦
区
内
医
療
機
関
で
肺
が
ん

検
診
実
施

◆
そ
の
他

◦
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

上
げ
と
処
遇
が
改
善

赤羽目たみお議員

予算要望書を提出する区議団

 

（
2
面
に
続
く
）

◆
子
育
て

◦
保
育
料
の
完
全
無
償
化

◦
区
立
平
久
幼
稚
園
と
元
加

賀
幼
稚
園
の
存
続
と
3
歳

児
保
育
の
実
施

◦
幼
稚
園
等
で
の
事
故
に
対

し
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

◦
不
登
校
対
策
と
し
て
校
内

別
室
指
導
員
を
全
校
配
置

◦
始
業
前
の
子
ど
も
の
朝
の

居
場
所
を
確
保

◦
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
辰
巳

教
室
を
新
設

◆
高
齢
者
・
福
祉

◦
65
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
助
成

◦
区
内
16
番
目
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
開
設（
亀
戸
）

◦
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
負
担
軽

減
へ

◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

◦
江
東
区
版
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

物
価
高
騰
が
長
期
化

区
民
生
活
支
援
に
全
力
を

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
10

月
20
日
、
大
久
保
朋
果
区
長

に
対
し
、
区
民
や
区
内
団
体

か
ら
の
要
望
な
ど
、
4
1
9

項
目
の
「
2
0
2
6
年
度
江

東
区
予
算
要
望
書
」
を
提
出
。

物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る
こ
と
を

は
じ
め
、
教
育
費
負
担
の
軽

減
や
医
療
・
介
護
保
険
料
の
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2
0
2
6
年
度

江
東
区
予
算

物
価
高
騰
対
策
の

補
正
予
算
求
め
る

2025年みなさんと実現したもの
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再
任
用
の
上
限
回
数
を
4
回
と

設
定
し
て
い
た
も
の
を
撤
廃
す

る
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
本

会
議
質
問
や
委
員
会
で
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
繰
り
返
し
改

善
を
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
賃
金
の
引
き
上

げ
や
処
遇
改
善
に
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　
区
の
正
規
職
員
が
減
ら
さ
れ

る
中
、
区
職
員
の
4
割
は
不
安

定
・
低
賃
金
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
な
っ
て
お
り
、
賃
上
げ

と
処
遇
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
（
事
務
支
援
員
）
の

時
給
を
1
3
5
円
引
き
上
げ

1
4
7
6
円
に
す
る
条
例
改
正

が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
12
月
2

日
に
開
か
れ
た
企
画
総
務
委
員

会
で
区
は
、
公
募
に
よ
ら
な
い

住民の願い実現へ全力
委員会論戦第4回

定例会

非
正
規
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の

賃
上
げ
と
処
遇
が
改
善

高
す
ぎ
る
23
区
火
葬
料
金

火
葬
料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

　
厚
生
委
員
会
に
は
、
全
都
の

葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど

か
ら
、
23
区
内
に
あ
る
民
間
火

葬
場
の
火
葬
料
金
適
正
化
な
ど

を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
、

こ
の
間
、
審
議
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
、
23
区
内
で
は
、
民
間

の
火
葬
場
・
東
京
博
善
社
が

6
ヵ
所
と
一
番
多
く
、
火
葬
料

は
9
万
円
。
大
田
区
な
ど
関
係

5
区
で
設
置
し
た
公
営
の
臨
海

葬
祭
場
は
、4
万
4
0
0
0
円
。

都
立
・
瑞
江
葬
儀
所
の
火
葬
料

は
5
万
9
6
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
立
川
市
や
府

中
市
な
ど
、
多
摩
地
域
の
公
営

火
葬
場
の
料
金
は
、
0
円
～

1
万
円
に
す
ぎ
ず
、
大
き
な
格

差
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
立
瑞
江
葬
儀
所

火
葬
料
大
幅
引
き
下
げ
を

　
都
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党

都
議
団
が
、
民
間
の
火
葬
料
引

き
下
げ
の
誘
導
に
向
け
、
20
年

間
で
8
倍
に
し
て
き
た
都
立
・

瑞
江
葬
儀
所
の
火
葬
料
大
幅
引

き
下
げ
と
公
営
火
葬
場
の
増
設

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
菅
谷
議
員
は
、
全
国
の
火
葬

場
は
99
%
公
営
で
あ
り
、
名
古

すがや俊一
議員

赤羽目たみお
議員

屋
・
横
浜
・
大
阪
な
ど
、
全

国
主
要
都
市
の
火
葬
料
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
2
万
円
以
内

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
23
区
の

区
長
会
と
し
て
、
都
立
瑞
江
葬

儀
所
の
火
葬
料
引
き
下
げ
を
求

め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
民
間
火
葬
場
の
火
葬
料
適
正

化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
都
知
事
と

区
長
会
が
、
監
督
官
庁
の
指
導

権
限
の
明
確
化
な
ど
、
法
改
正

を
求
め
る
要
望
書
を
国
に
提
出

し
て
い
ま
す
。

　

区
長
は
、「
核
戦
争
は
絶
対

に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
動

向
を
注
視
す
る
」「
平
和
都
市

宣
言
は
恒
久
平
和
の
希
求
を
示

す
も
の
」「
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
加
盟
は
総
合
判
断
が
必

要
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
い
ま
、
区
内
の
医
療
機
関
か

ら
経
営
悪
化
の
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
赤
羽
目
議
員
は
、

診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
医
療
費
4
兆
円
削
減

O
T
C
類
似
薬
の
保
険
外
し
な

ど
医
療
改
悪
中
止
を
国
に
求
め

よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
区
は
、「
診
療

報
酬
引
き
上
げ
や
制
度
改
悪
中

止
を
国
に
求
め
る
考
え
は
な

い
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
止
し

ま
し
た
。
ま
た
、
赤
羽
目
議
員

は
昭
和
医
科
大
学
江
東
豊
洲
病

院
に
つ
い
て
、
1
1
5
億
円
の

公
費
投
入
や
土
地
無
償
貸
与
が

続
く
一
方
、G
C
U
（
新
生
児

成
長
回
復
室
）
が
廃
止
さ
れ
た

ま
ま
の
状
況
は
、
女
性
と
子
ど

も
に
や
さ
し
い
病
院
と
い
う
理

念
に
反
す
る
と
指
摘
。
経
営
状

況
を
把
握
し
区
民
に
説
明
す
る

こ
と
や
、
土
地
の
無
償
貸
与
を

見
直
す
と
と
も
に
、
G
C
U
の

再
開
を
病
院
に
求
め
る
べ
き
と

質
問
し
ま
し
た
。

　
区
は
「
経
営
状
況
を
公
表
す

る
立
場
に
な
い
」「
土
地
の
無

償
貸
与
は
継
続
す
る
」「
G
C
U

再
開
を
求
め
る
考
え
は
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
赤
羽
目
議
員
は
介

護
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
有
料
化
な
ど
制
度
改
悪
の

中
止
を
国
に
求
め
る
こ
と
や
訪

問
介
護
事
業
所
に
給
付
金
を
支

給
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
区
は
「
国
の
審
議
を
注
視
す

る
」「
給
付
金
を
出
す
考
え
は

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
千
石
3
丁
目
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
建
設
問
題
で
、「
C
O
2

排
出
量
の
増
加
や
排
熱
・
騒
音

な
ど
で
住
環
境
が
悪
化
す
の
で

は
」
な
ど
住
民
の
間
に
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
羽
目
議
員
は
、
住
民
が
納

得
で
き
な
い
ま
ま
進
む
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
再
検
討
す

べ
き
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
規

制
す
る
の
か
と
質
問
。

　

区
は
、「
事
業
者
に
よ
る
丁

寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が
必

要
」「
新
た
な
要
綱
制
定
を
検

討
し
て
い
る
」
と
答
弁
。

　

門
前
仲
町
の
再
開
発
で
は
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
超
の
超
高
層

複
合
ビ
ル
の
建
設
案
が
出
た
こ

と
を
受
け
、
景
観
や
文
化
を
損

な
う
恐
れ
や
、
帰
宅
困
難
者
対

応
な
ど
地
域
防
災
機
能
の
向

上
、
住
民
主
体
で
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
る
べ
き
と
質
問
し
ま

し
た
。
区
は
「
町
の
魅
力
を
生

か
し
て
い
く
」「
防
災
提
案
を

精
査
」「
地
域
主
体
の
議
論
を

誘
導
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
越
中
島
1
丁
目
や
塩
浜
の
三

つ
目
通
り
の
交
差
点
に
横
断
歩

道
が
な
く
、
歩
道
橋
は
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
に
負
担
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
赤
羽
目
議
員
は
、
誰
も
が
安

全
に
渡
れ
る
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
や
横
断
歩
道
設
置
を

関
係
機
関
と
協
議
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
区
は
「
歩
道
橋
の
階
段
利
用

に
負
担
が
生
じ
て
い
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た
も
の
の
「
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
や
横
断
歩
道
設

置
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
の
充
実

区
民
負
担
の
軽
減
を

住
民
が
主
人
公
の

ま
ち
づ
く
り
を

（
1
面
赤
羽
目
議
員
の
質
問
の
続
き
）

データセンター建設予定地（駐車場）

都立瑞江葬儀所
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基
本
」「
養
護
教
諭
な
ど
が
家

庭
状
況
を
聞
き
取
れ
る
機
会
と

な
る
」「
生
理
用
品
を
準
備
・

携
行
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
で
き
る
」
と
の
考
え
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、正
保
議
員
は
、

「
突
然
生
理
用
品
が
必
要
に
な

る
事
態
な
ど
の
精
神
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
。
そ
し
て
、『
生

理
の
尊
厳
』
を
守
る
た
め
、
女

子
ト
イ
レ
個
室
に
設
置
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
」
と
主
張
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
8
日

の
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、
区

教
委
は
「
生
理
用
品
は
3
分
の

2
の
学
校
で
保
健
室
に
し
か
置

い
て
お
ら
ず
、
保
健
教
諭
が
不

　

区
議
会
文
教
委
員
会
で
は
、

新
日
本
婦
人
の
会
江
東
支
部
か

ら
「
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ

個
室
に
生
理
用
品
の
設
置
」
を

求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
や
参
政
党
の
委
員

は
、
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
置
く
こ
と
に
反
対
。
区
は
、

「
保
健
室
に
生
理
用
品
を
常
備

し
て
お
り
、
申
出
の
あ
っ
た
児

童
・
生
徒
に
直
接
渡
す
こ
と
を

　

今
定
例
会
で
区
議
団

は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
33
年
間
停
止
し
て

き
た
米
国
の
核
実
験
再

開
を
指
示
し
た
こ
と
に

対
し
、
戦
争
被
爆
国
の

日
本
政
府
と
し
て
抗
議
・

撤
回
を
求
め
る
意
見
書

を
提
案
。
ま
た
、
国
に

よ
る
残
業
上
限
・
月
80

時
間(

過
労
死
ラ
イ
ン)

の
規
制
緩
和
や
裁
量
労

働
制
の
対
象
拡
大
に
対

し
中
止
等
を
求
め
る
意

見
書
も
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
自
民
・

公
明
・
維
新(

共
生)

な

ど
が
、「
国
の
対
応
は
適

切
」
な
ど
と
し
て
反
対

し
ま
し
た
。

南
砂
町
駅
、中
野
方
面
行
き
の

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
が
実
現

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
へ

区
教
委
が
各
学
校
へ
依
頼

都
立
・
瑞
江
葬
儀
所
の
火
葬
料

は
5
万
9
6
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
立
川
市
や
府

中
市
な
ど
、
多
摩
地
域
の
公
営

火
葬
場
の
料
金
は
、
0
円
～

1
万
円
に
す
ぎ
ず
、
大
き
な
格

差
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
立
瑞
江
葬
儀
所

火
葬
料
大
幅
引
き
下
げ
を

　
都
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党

都
議
団
が
、
民
間
の
火
葬
料
引

き
下
げ
の
誘
導
に
向
け
、
20
年

間
で
8
倍
に
し
て
き
た
都
立
・

瑞
江
葬
儀
所
の
火
葬
料
大
幅
引

き
下
げ
と
公
営
火
葬
場
の
増
設

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
菅
谷
議
員
は
、
全
国
の
火
葬

場
は
99
%
公
営
で
あ
り
、
名
古

　
東
京
メ
ト
ロ
・
東
西
線
の
南

砂
町
駅
は
、
ホ
ー
ム
が
狭
い
う

え
に
利
用
者
が
多
く
、
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
線
路
側
の

ホ
ー
ム
ギ
リ
ギ
リ
を
歩
い
て
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
駅
を

利
用
す
る
視
覚
障
が
い
者
の
方

か
ら
は
、「
ホ
ー
ム
を
歩
く
の

が
怖
く
て
立
ち
竦
ん
で
し
ま

う
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
東
陽
町

駅
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
方

正保みきお
議員

が
誤
っ
て
線
路
へ
転
落
し
、
亡

く
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

西
部
議
員
は
、
こ
れ
以
上
、

事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、

ホ
ー
ム
ド
ア
を
早
急
に
設
置
す

る
よ
う
東
京
メ
ト
ロ
に
繰
り
返

し
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
12
月
の
建
設

委
員
会
に
て
、
南
砂
町
駅
の

中
野
方
面
行
き
の
ホ
ー
ム
に
、

ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
、
2

月
上
旬
か
ら
供
用
開
始
と
な
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
待

望
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に
、
駅

利
用
者
か
ら
は
、「
こ
れ
で
安

心
し
て
乗
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
千
葉
方
面
行
き
の

ホ
ー
ム
ド
ア
は
、
南
砂
町
駅
の

改
良
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

設
置
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

西
部
議
員
は
、
引
き
続
き
、

残
る
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
や
駅

改
良
工
事
の
早
期
完
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

在
の
時
に
は
困
る
。
保
健
室
以

外
に
必
ず
女
子
ト
イ
レ
等
、
生

徒
が
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
設
置
す
る
よ
う
各
学
校

に
依
頼
し
た
」
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
「
保
健
室
の
み
」
の
対
応

を
改
善
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
保
議
員
は
、
拠
点

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
に

備
蓄
し
て
あ
る
生
理
用
品
の
入

替
え
時
に
、
学
校
の
ト
イ
レ
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
。

区
教
委
は
、「
各
学
校
へ
の
提

供
に
つ
い
て
、
防
災
課
等
の
関

係
部
署
と
調
整
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

―自・公・維 (共生 ) が反対―
「労働時間の規制緩和撤回」等の意見書

共産党提案

西部ただし
議員

　地域医療の充実が求められて
います。12月22日、共産党区
議団は先進的な取り組みを行っ
ている愛知県豊田市を視察しま
した。

命と健康を守るため、
市と病院のかかわり
を視察

12月23日、多文化共生を目指
し事業を展開するとともに、江
東区と災害協定を結んでいる静
岡県沼津市を訪問。災害対策本
部を見学しました。

多文化共生・防災対策
を視察

米トランプ大統領の核実験再開
指示で緊張が高まる中、キャン
ドル平和パレードが行われ、「核
実験再開やめよ」「日本政府は抗
議を」と訴えながら歩きました。

核と戦争のない世界を！
キャンドル・平和パレード
に参加
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●2025年　第4回定例会の主な議案等に対する各会派等の態度

議案 共産
4人

自参無
（※）
10人

公明
9人

新時代
（※）　

6人

共生　　　
（※）

5人

清風会　　
（※）

3人

立憲市民　
（※）

2人

無所属　
１人

令和7年度補正予算第4
号(物価高騰対策） 〇〇 ○ ○ ○欠1 ○ ○ ○ ○

商工情報センターの廃止 ×× ○ ○ ○欠1 ○ ○ ○ ○

区立幼稚園3園を廃園 ×× ○ ○ ○欠1 ○ ○ × ○

地方消費者行政の維
持・強化のための対策を
求める意見書

〇〇 ○ ○ ○欠1 ○ ○ ○ ○

施設使用料引き下げを
求める陳情の不採択 ×× ○ ○ ○欠1 ○ ○ × ○

※自参無…自民党、参政党、無所属
※新時代…都民ファースト、あたらしい党、無所属
※共生…維新、国民、無所属
※清風会…無所属の議員
※立憲・市民の会…立憲民主党、市民の声

◯は賛成
 ×は反対
欠は欠席
不は不在

南砂町駅ホームドア（中野方面）

災害対策本部
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江
東
区
は
、
区
内
の
区
立
自

転
車
駐
車
場
の
利
用
料
金
の
上

限
を
20
%
引
き
上
げ
る
条
例
改

定
案
を
、
次
回
の
区
議
会
定
例

　
2
0
2
5
年
11
月
、
東
京

で
開
催
さ
れ
た
第
1
0
0
回

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
耳
が
聞

こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い

ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
で
、
日
本

代
表
は
過
去
最
高
と
な
る
金

メ
ダ
ル
16
個
を
含
む
合
計
51

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

議会日程（予定）

た
。

　

特
に
デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
女
子
が
初
の
金
メ
ダ

ル
、
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
男
子
が

初
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

な
ど
、
多
く
の
競
技
で
歴
史

的
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
ま

た
、
江
東
区
に
ゆ
か
り
の
あ

る
松
永
彩
珠
選
手
（
女
子
バ

レ
ー
）、蒲
生
和
麻
選
手
（
男

子
柔
道
）、
北
谷
宏
人
選
手

（
陸
上
男
子
棒
高
跳
）
も
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

79
の
国
と
地
域
か
ら
約

2
8
0
0
人
が
参
加
し
た
今

大
会
は
、
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

区
長
に
申
し
入
れ

区
長
に
申
し
入
れ

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
大
幅
引
き
下
げ
を
！

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
大
幅
引
き
下
げ
を
！

会場となった辰巳の東京アクアティクス
センター

2/17（火）	13時～本会議（初日）
2/19（木）	13時～本会議（継続）
2/24（火）	10時～令和7年度予算審査特別委員会
2/25（水）〜3/4（水）

10時～令和8年度予算審査特別員会
3/	 5（木）	10時～企画総務委員会
3/	 6（金）	10時～区民環境委員会
3/	 9（月）	10時～厚生委員会
3/10（火）	10時～建設委員会
3/11（水）	10時～文教委員会
3/12（木）	13時～議会運営委員会
3/13（金）	13時～本会議（継続）
3/16（月）	10時～清掃港湾・臨海部対策特別委員会
3/17（火）	10時～新庁舎建設特別委員会
3/18（水）	10時～防災・まちづくり対策特別委員会
3/23（月）	10時～医療・介護・高齢者支援特別委員会
3/26（木）	10時～議会運営委員会
3/27（金）	13時～本会議（最終日）

　

東
京
都
は
、
2
0
2
6
年

度
の
国
保
の
保
険
料
率
等
の

試
算
を
公
表
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
江
東
区
に
お
け
る
一
人

あ
た
り
の
国
保
料
が
今
年
度

の
保
険
料
18
万
4
4
2
1
円

に
対
し
、
1
万
1
0
5
円
の

大
幅
値
上
げ
に
な
る
と
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
加
入

者
の
7
割
が
非
正
規
労
働
者

や
年
金
生
活
者
な
ど
の
低
所

得
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

保
料
負
担
が
協
会
け
ん
ぽ
の

2
倍
超
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

負
担
能
力
の
限
界
を
遥
か
に

超
え
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
区
議
団
は
12
月
12
日
、
大

久
保
区
長
に
対
し
、
高
す
ぎ

る
国
保
料
の
大
幅
引
き
下
げ

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
、
国
や
東

京
都
に
対
し
、
保
険
料
値
下

げ
の
た
め
の
財
政
支
出
の
実

施
、
子
ど
も
均
等
割
の
廃

止
、
大
幅
値
上
げ
に
つ
な
が

る
「
保
険
料
統
一
化
」
や
法

定
外
繰
り
入
れ
解
消
、
徴
収

強
化
を
中
止
す
る
な
ど
、
江

東
区
及
び
特
別
区
長
会
が
、

保
険
料
値
下
げ
へ
あ
ら
ゆ
る

手
だ
て
を
尽
く
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。

東
京
東
京
2
0
2
5

2
0
2
5

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
初
開
催

どんなことでもお気軽にご相談ください
生
活
相
談
ご
案
内

あ
い
う
え
お
順

西に
し

部べ

た
だ
し

区
議
会
議
員

第
3
金
曜
・
午
後
7
時

江
東
区
東
砂
7
‒
1
0
‒
2
4

☎
5
6
8
3
‒
8
1
8
5

正し
ょ
う

保ぼ

み
き
お

区
議
会
議
員

第
3
木
曜
・
午
後
6
時

江
東
区
北
砂
4
‒
2
4
‒
1

☎
3
6
4
0
‒
4
3
7
6

赤あ
か

羽ば

目め

た
み
お

区
議
会
議
員

第
2
・
4
水
曜
・
午
後
6
時
半

江
東
区
石
島
9
‒
5

☎
5
6
6
5
‒
1
1
5
6

す
が
や
俊
一

区
議
会
議
員

第
4
火
曜
・
午
後
6
時

江
東
区
大
島
8
‒
2
‒
1
0

☎
3
6
8
3
‒
0
7
4
5

国保料の引き下げの要望書を提出する区議団

自
転
車
駐
車
場

20
％
値
上
げ
に

会
に
提
出
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
区
は
人
件
費
の
高
騰
を
理
由

に
し
て
い
ま
す
が
、
区
民
負
担

を
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
共
産
党
区
議
団
は
、
物
価
高

騰
が
続
く
中
で
の
値
上
げ
に
強

く
反
対
。

　

一
方
、
自
民
党
・
参
政
党
・

無
所
属
の
会
派
が
「
値
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
」
と
述
べ
、
値

上
げ
を
容
認
し
ま
し
た
。

　
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
障
害
者
手
帳
の
所
有
者

は
、定
期
利
用
の
場
合
、半
額
。

学
生
に
つ
い
て
は
、
学
割
が
あ

る
も
の
の
、
規
定
が
な
い
た
め

に
区
は
、
条
例
規
則
に
明
文
化

す
る
方
針
で
す
。

定
期
利
用
の
学
割
を

条
例
規
則
に
明
文
化
へ

自転車駐車場自転車駐車場
2020％％値上げ中止を値上げ中止を


